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Cisco UCS C シリーズネットワークアダプタの概要

この章の手順は、CiscoUCSCシリーズネットワークアダプタがシャーシに設置される場合に
のみ使用できます。

（注）

Cisco UCS Cシリーズネットワークアダプタを設置することで、I/Oの統合と仮想化をサポート
するためのオプションが提供されます。次のアダプタを使用できます。

• Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC 1225仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC 1385仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC 1227T仮想インターフェイスカード
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• Cisco UCS VIC 1387仮想インターフェイスカード

対話型のUCSハードウェアおよびソフトウェア相互運用性ユーティリティを使用すると、選択し
たサーバモデルとソフトウェアリリース用のサポートされているコンポーネントと構成を表示で

きます。このユーティリティは次の URLで入手できます。http://www.cisco.com/web/techdoc/ucs/
interoperability/matrix/matrix.html

Cisco UCS P81E 仮想インターフェイスカード

Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカードは、仮想化された環境、物理環境のモビリティ強化
を求めている組織、および NIC、HBA、ケーブル配線、スイッチの減少によるコスト削減と管理
オーバーヘッドの軽減を目指しているデータセンター向けに最適化されています。Fibre Channel
over Ethernet（FCoE）PCIeカードには、次の利点があります。

•ジャストインタイムのプロビジョニングを使用して、最大で 16個の仮想ファイバチャネル
と 16個の仮想イーサネットアダプタを仮想化または非仮想化環境でプロビジョニングでき
ます。それにより、システムの柔軟性が大幅に向上するとともに、複数の物理アダプタを統

合することが可能になります。

• CiscoVN-Linkテクノロジーとパススルースイッチングのハードウェアベースの実装を含む、
徹底した仮想化のサポートが提供されます。

•ネットワークポリシーとセキュリティの可視性およびポータビリティが、仮想マシンにまで
わたる全域で提供されることにより、システムのセキュリティおよび管理性が向上します。

仮想インターフェイスカードは、親ファブリックインターコネクトへの Cisco VN-Link接続を確
立します。これにより、仮想マシン内の仮想 NICをインターコネクトの仮想インターフェイスに
仮想リンクで接続できるようになります。Cisco Unified Computing System環境では、仮想リンク
を管理し、ネットワークプロファイルを適用することができます。また、仮想マシンがシステム

内のサーバ間を移動する際に、インターフェイスを動的に再プロビジョニングできます。

Cisco UCS VIC 1225 仮想インターフェイスカード

Cisco UCS VIC 1225仮想インターフェイスカードは、サーバ仮想化によって導入される種々の新
しい動作モードを高速化する、高性能の統合型ネットワークアダプタです。優れた柔軟性、パ

フォーマンス、帯域幅を新世代の Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバに提供します。

Cisco UCS VIC 1225は、仮想ネットワーキングと物理ネットワーキングを単一のインフラストラ
クチャに統合する Cisco仮想マシンファブリックエクステンダ（VM-FEX）を実装しています。
これにより、物理ネットワークから仮想マシンへのアクセスに対する可視性と、物理サーバと仮

想サーバに対する一貫したネットワーク運用モデルの実現が可能になります。仮想化環境では、

この詳細に設定できる自己仮想化アダプタにより、Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバ
に統合モジュラLANインターフェイスが提供されます。その他の機能と特長には次のようなもの
があります。

•最大 256台の PCIe仮想デバイス、仮想ネットワークインターフェイスカード（vNIC）また
は仮想ホストバスアダプタ（vHBA）のサポート、高い I/O処理/秒（IOPS）、ロスレスイー
サネットのサポート、サーバへの 20 Gbpsの接続を提供。
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• PCIe Gen2 x16により、ファブリックインターコネクトへの冗長パスを通じてネットワーク
集約型アプリケーションのホストサーバに適切な帯域幅を確実に提供。

•シスコ認定のサードパーティ製アダプタ用にサーバのフルハイトスロットが確保されたハー
フハイト設計。

• Cisco UCS Managerによる一元管理。Microsoft Windows、Red Hat Enterprise Linux、SUSE
Linux、VMware vSphere、および Citrix XenServerをサポート。

Cisco UCS VIC 1385 仮想インターフェイスカード

Cisco UCS VIC 1385仮想インターフェイスカードは、デュアルポートの拡張型 Quad Small
Form-Factor Pluggable（QSFP）40ギガビットイーサネットおよびFibreChannel overEthernet（FCoE）
対応のハーフハイト PCI Express（PCIe）カードで、Cisco UCS Cシリーズラックサーバ専用に設
計されています。包括的にさまざまな機能を提供するシスコの次世代統合型ネットワークアダプ

タ（CNA）技術を採用しており、今後の機能ソフトウェアリリースに対して投資保護を実現しま
す。このカードでは、ポリシーベースでステートレス、かつ俊敏性の高いサーバインフラストラ

クチャを構築できます。このインフラストラクチャは、ネットワークインターフェイスカード

（NIC）またはホストバスアダプタ（HBA）として動的に設定可能な、256を超える PCIe規格準
拠インターフェイスをホストに提供します。さらに、Cisco UCS VIC 1385カードは、Cisco UCS
ファブリックインターコネクトのポートを仮想マシンまで拡張するCiscoDataCenterVirtualMachine
Fabric Extender（VM-FEX）テクノロジーをサポートしているため、サーバ仮想化の展開が容易に
なります。

カードの特性は、ブート時にサーバに関連付けられたサービスプロファイルを使用して動的に設

定されます。サービスプロファイルでは、PCIeインターフェイスの番号、タイプ（NICまたは
HBA）、ID（MACアドレスおよびWorld Wide Name（WWN））、フェールオーバーポリシー、
帯域幅、Quality of Service（QoS）ポリシーを定義できます。インターフェイスをオンデマンドで
定義、作成、利用できるため、ステートレスで俊敏性の高いサーバインフラストラクチャが実現

します。その他の機能と特長には次のようなものがあります。

• VIC上に作成された各PCIeインターフェイスは、それぞれCiscoUCSファブリックインター
コネクト上のインターフェイスに関連付けられ、VIC上の PCIeデバイスとファブリックイ
ンターコネクト上のインターフェイスを結ぶ各仮想ケーブルは、それぞれ完全に分離して認

識されます。

• Cisco UCS VIC 1385仮想インターフェイスカードは高いネットワークパフォーマンスに加
え、SMB-Direct、VMQ、DPDK、CiscoNetFlowなどの最も要求の厳しいアプリケーションに
対する低遅延を実現します。

Cisco UCS VIC 1227T 仮想インターフェイスカード

Cisco UCS VIC 1227T仮想インターフェイスカードは、デュアルポートの 10GBASE-T（RJ-45）
10-GbpsイーサネットおよびFibreChannel over Ethernet（FCoE）対応のPCIExpress（PCIe）モジュ
ラ LAN-on-motherboard（mLOM）アダプタで、Cisco UCS Cシリーズラックサーバ専用に設計さ
れています。シスコのラックサーバに新たに導入された mLOMスロットを使用すれば、PCIeス
ロットを使わずに Cisco VICを装着できます。これにより、I/O拡張性が向上します。シスコの次
世代統合型ネットワークアダプタ（CNA）技術が取り入れられており、低コストのツイストペア
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ケーブルで、30 mまでのビットエラーレート（BER）が 10～ 15のファイバチャネル接続を提
供します。また、将来の機能リリースにおける投資保護を実現します。mLOMカードでは、ポリ
シーベースでステートレス、かつ俊敏性の高いサーバインフラストラクチャを構築できます。こ

のインフラストラクチャは、ネットワークインターフェイスカード（NIC）またはホストバス
アダプタ（HBA）として動的に設定可能な、最大256のPCIe規格準拠インターフェイスをホスト
に提供します。さらに、Cisco UCS VIC 1227T仮想インターフェイスカードは、Cisco UCSファブ
リックインターコネクトのポートを仮想マシンまで拡張するCiscoDataCenterVirtualMachineFabric
Extender（VM-FEX）テクノロジーをサポートしているため、サーバ仮想化の展開が容易になりま
す。その他の機能と特長には次のようなものがあります。

•ステートレスで俊敏性の高い設計：このカードの特性は、サーバブート時にサーバに関連付
けられたサービスプロファイルを使用して動的に決定されます。サービスプロファイルで

は、PCIeインターフェイスの番号、タイプ（NICまたはHBA）、ID（MACアドレスおよび
WorldWideName（WWN））、フェールオーバーポリシー、帯域幅、QualityofService（QoS）
ポリシーを定義できます。インターフェイスをオンデマンドで定義、作成、利用できるた

め、ステートレスで俊敏性の高いサーバインフラストラクチャが実現します。

• VIC上に作成された各PCIeインターフェイスは、それぞれCiscoUCSファブリックインター
コネクト上のインターフェイスに関連付けられ、VIC上の PCIeデバイスとファブリックイ
ンターコネクト上のインターフェイスを結ぶ各仮想ケーブルは、それぞれ完全に分離して認

識されます。

• Cisco SingleConnectテクノロジーは、データセンターのコンピューティングを接続、管理す
るためのきわめて簡単、効率的かつインテリジェントな方法を提供します。CiscoSingleConnect
テクノロジーによって、データセンターがラックサーバとブレードサーバ、物理サーバ、

仮想マシン、LAN、SAN、および管理ネットワークに接続される方法が著しく簡略化されま
す。

Cisco UCS VIC 1387 仮想インターフェイスカード

Cisco UCS VIC 1387仮想インターフェイスカードは、デュアルポートの拡張型 Quad Small
Form-Factor Pluggable（QSFP）40ギガビットイーサネットおよびFibreChannel overEthernet（FCoE）
対応のハーフハイト PCI Express（PCIe）カードで、Cisco UCS Cシリーズラックサーバ専用に設
計されています。包括的にさまざまな機能を提供するシスコの次世代統合型ネットワークアダプ

タ（CNA）技術を採用しており、今後の機能ソフトウェアリリースに対して投資保護を実現しま
す。このカードでは、ポリシーベースでステートレス、かつ俊敏性の高いサーバインフラストラ

クチャを構築できます。このインフラストラクチャは、ネットワークインターフェイスカード

（NIC）またはホストバスアダプタ（HBA）として動的に設定可能な、256を超える PCIe規格準
拠インターフェイスをホストに提供します。さらに、Cisco UCS VIC 1387カードは、Cisco UCS
ファブリックインターコネクトのポートを仮想マシンまで拡張するCiscoDataCenterVirtualMachine
Fabric Extender（VM-FEX）テクノロジーをサポートしているため、サーバ仮想化の展開が容易に
なります。

カードの特性は、ブート時にサーバに関連付けられたサービスプロファイルを使用して動的に設

定されます。サービスプロファイルでは、PCIeインターフェイスの番号、タイプ（NICまたは
HBA）、ID（MACアドレスおよびWorld Wide Name（WWN））、フェールオーバーポリシー、
帯域幅、Quality of Service（QoS）ポリシーを定義できます。インターフェイスをオンデマンドで

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller リリース 3.0 GUI コンフィギュレーショ
ンガイド（C22 M3、C24 M3、C220 M3、および C240 M3 サーバ用）

4

ネットワークアダプタの管理

Cisco UCS C シリーズネットワークアダプタの概要



定義、作成、利用できるため、ステートレスで俊敏性の高いサーバインフラストラクチャが実現

します。その他の機能と特長には次のようなものがあります。

• VIC上に作成された各PCIeインターフェイスは、それぞれCiscoUCSファブリックインター
コネクト上のインターフェイスに関連付けられ、VIC上の PCIeデバイスとファブリックイ
ンターコネクト上のインターフェイスを結ぶ各仮想ケーブルは、それぞれ完全に分離して認

識されます。

• Cisco UCS VIC 1387仮想インターフェイスカードは高いネットワークパフォーマンスに加
え、SMB-Direct、VMQ、DPDK、CiscoNetFlowなどの最も要求の厳しいアプリケーションに
対する低遅延を実現します。

ネットワークアダプタのプロパティの表示

はじめる前に

•サーバの電源をオンにする必要があります。そうしないと、プロパティが表示されません。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [ネットワークアダプタ（Network Adapters）]タブをクリッ
クします。

ステップ 4 [ネットワークアダプタ（Network Adapters）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

アダプタが装着されているスロット。[スロットID（Slot ID））]カラ
ム

アダプタの製品名。[製品名（Product Name）]カラ
ム

アダプタのインターフェイスの数。[インターフェイスの数
（Number of Interfaces）]カラム

[ID]：外部イーサネットインターフェイスの ID。

[MACアドレス（MAC Address）]：外部イーサネットインター
フェイスのMACアドレス。

[外部イーサネットインター
フェイス（External Ethernet
Interfaces）]

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Card）]領域で、次の情報を確認します。
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説明[名前（Name）]

ネットワークアダプタが存在するスロット。[スロット（Slot）]カラム

ネットワークアダプタの製品名。[製品名（Product Name）]カラ
ム

ネットワークアダプタのインターフェイスの数。[インターフェイスの数
（Number of Interfaces）]カラム

[外部イーサネットインターフェイス（External Ethernet Interfaces）]カラム

外部イーサネットインターフェイスの ID番号。[ID]カラム

外部イーサネットインターフェイスのMACアドレス。[MACアドレス（MAC
Address）]カラム

VIC アダプタのプロパティの表示
はじめる前に

•サーバの電源をオンにする必要があります。そうしないと、プロパティが表示されません。

•サポートされている仮想インターフェイスカード（VIC）がシャーシに装着されていて、サー
バの電源がオンになっている必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（AdapterCards）]領域で、プロパティを表示するアダプタをテーブル内でクリッ
クします。

選択したアダプタのリソースが、[アダプタカード（AdapterCards）]領域の下のタブ付きメニュー
に表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域で、装着されているアダプタの次の情報を確認します。
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説明[名前（Name）]

アダプタが装着されている PCIスロット。[PCIスロット（PCI Slot）]カラ
ム

アダプタの製品名。[製品名（Product Name）]カラ
ム

アダプタのシリアル番号。[シリアル番号（Serial
Number）]カラム

アダプタの製品 ID。[製品 ID（Product ID）]カラム

アダプタのベンダー。[ベンダー（Vendor）]カラム

アダプタがCisco IMCを管理できるかどうか。この機能は、設置
されているアダプタのタイプと、その設定内容によって異なり

ます。詳細については、使用しているサーバタイプに対応する

ハードウェアインストレーションガイドを参照してください。

[Cisco IMC管理の有効化（Cisco
IMC Management Enabled）]カ
ラム

ステップ 6 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[一般（General）]タブをク
リックします。

ステップ 7 [アダプタカードのプロパティ（AdapterCard Properties）]領域で、アダプタの次の情報を確認しま
す。

説明[名前（Name）]

アダプタが装着されている PCIスロット。
C220 M4および C240 M4サーバの場合、PCIスロッ
トは [MLOM]としても表示される場合があります。

（注）

[PCIスロット（PCI Slot）]
フィールド

アダプタのベンダー。[ベンダー（Vendor）]フィール
ド

アダプタの製品名。[製品名（Product Name）]
フィールド

アダプタの製品 ID。[製品ID（Product ID）]フィール
ド

アダプタのシリアル番号。[シリアル番号（Serial
Number）]フィールド

アダプタのバージョン ID。[バージョン ID（Version ID）]
フィールド
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説明[名前（Name）]

アダプタのハードウェアリビジョン。[ハードウェアのリビジョン
（HardwareRevision）]フィール
ド

このフィールドに [はい（yes）]と表示されている場合、そのア
ダプタはCiscoCardモードで動作しており、サーバのCisco IMC
に Cisco IMC管理トラフィックを渡しています。

[Cisco IMC管理の有効化（Cisco
IMC Management Enabled）]
フィールド

このフィールドに [はい（yes）]と表示されている場合、アダプ
タ設定が Cisco IMCで変更されていますが、ホストのオペレー
ティングシステムには変更内容が通知されていません。

変更を有効にするには、管理者がアダプタをリブートする必要

があります。

[設定の保留（Configuration
Pending）]フィールド

ユーザが定義したアダプタの説明（存在する場合）。[説明（Description）]フィール
ド

FCoE Initialization Protocol（FIP）モードが有効になっているか
どうか。FIPモードの場合、アダプタと現在のFCoE標準との互
換性が保たれます。

[FIPモード（FIP Mode）]
フィールド

LLDPオプションがこの VICカードに対して有効になっている
かどうか。

このオプションを使用できるのは一部のUCSCシリー
ズサーバだけです。

（注）

[LLDP]フィールド

仮想ネットワークタグ（VNTAG）が有効になっているかどう
か。

VNTAGモードが有効になっている場合は、以下の操作を実行
できます。

•特定のチャネルに vNICと vHBAを割り当てる。

• vNICと vHBAにポートプロファイルを関連付ける。

•通信に問題が生じた場合、vNICを他の vNICにフェール
オーバーする。

[VNTAGモード（VNTAG
Mode）]フィールド

iSCSIブートがアダプタでサポートされるかどうか。[ISCSIブート対応（ISCSI Boot
Capable）]フィールド

アダプタおよびアダプタで実行されるファームウェアが usNIC
をサポートするかどうか。

[usNIC対応（usNIC Capable）]
フィールド
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ステップ 8 [外部イーサネットインターフェイス（External Ethernet Interfaces）]領域で、アダプタの次の情報
を確認します。

説明[名前（Name）]

アップリンクポート ID。[ID]カラム

アップリンクポートのMACアドレス。[MACアドレス（MAC
Address）]カラム

アップリンクポートの現在の動作状態。次のいずれかになりま

す。

• Fault

•リンクアップ（Link Up）

•リンクダウン（Link Down）

• SFP IDエラー（SFP ID Error）

• SFP未インストール（SFP Not Installed）

• SFPセキュリティチェック失敗（SFPSecurityCheckFailed）

•サポートされていない SFP（Unsupported SFP）

[リンク状態（Link State）]カラ
ム

アダプタが動作するモード。次のいずれかになります。

• [CE]：クラシカルイーサネットモード。

• [NIV]：ネットワークインターフェイス仮想化モード。

[Encap]カラム

ポートのデータ転送レート。次のいずれかになります。

• Auto

• 1 Gpbs

• 10 Gpbs

• 40 Gpbs

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[管理速度（AdminSpeed）]カラ
ム
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説明[名前（Name）]

ポートの動作レート。次のいずれかになります。

• Auto

• 1 Gpbs

• 10 Gpbs

• 40 Gpbs

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[動作速度（Operating Speed）]
カラム

リンクトレーニングがポートで有効であるかどうかを示しま

す。

[トレーニングリンク（Training
Link）]カラム

コネクタがあるかどうかを示します。次のいずれかになります。

• [はい（Yes）]：コネクタが存在します。

• [いいえ（No）]：コネクタは存在しません。

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[コネクタの存在（Connector
Present）]カラム

コネクタがシスコによってサポートされているかどうかを示し

ます。次のいずれかになります。

• [はい（Yes）]：コネクタはシスコによってサポートされて
います。

• [いいえ（No）]：コネクタはシスコによってサポートされ
ていません。

コネクタがサポートされていないと、リンクが起動しません。

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[コネクタのサポート
（Connector Supported）]カラム

コネクタのタイプ。

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[コネクタタイプ（Connector
Type）]カラム

コネクタのベンダー。

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[コネクタベンダー（Connector
Vendor）]カラム

コネクタの部品番号。

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[コネクタ部品番号（Connector
Part Number）]カラム
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説明[名前（Name）]

コネクタの部品のリビジョン番号。

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[コネクタ部品リビジョン
（Connector Part Revision）]カラ
ム

ステップ 9 [ファームウェア（Firmware）]領域で、アダプタの次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

現在有効なファームウェアバージョン。[稼働バージョン（Running
Version）]フィールド

アダプタにインストールされている別のファームウェアバー

ジョン（存在する場合）。バックアップバージョンは現在動作

していません。バックアップバージョンをアクティブにするに

は、管理者が [アクション（Actions）]領域で [ファームウェア
の有効化（Activate Firmware）]をクリックします。

アダプタに新しいファームウェアをインストールする

と、既存のバックアップバージョンはすべて削除さ

れ、新しいファームウェアがバックアップバージョ

ンになります。アダプタで新しいバージョンを実行す

るには、その新しいファームウェアを手動で有効化す

る必要があります。

（注）

[バックアップバージョン
（Backup Version）]フィールド

次回アダプタがリブートされたときにアクティブになるファー

ムウェアバージョン。

[スタートアップバージョン
（Startup Version）]フィールド

アダプタカードに関連付けられたブートローダのバージョン。[ブートローダのバージョン
（Bootloader Version）]フィー
ルド

このアダプタで前回実行されたファームウェアの有効化のステー

タス。

このステータスはアダプタがリブートされるたびにリ

セットされます。

（注）

[ステータス（Status）]フィール
ド

次の作業

仮想 NICおよび仮想 HBAのプロパティを表示するには、次の項を参照してください。

• vNICのプロパティの表示, （30ページ）

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller リリース 3.0 GUI コンフィギュレーション
ガイド（C22 M3、C24 M3、C220 M3、および C240 M3 サーバ用）

11

ネットワークアダプタの管理

VIC アダプタのプロパティの表示



• vHBAのプロパティの表示, （14ページ）

ストレージアダプタのプロパティの表示

はじめる前に

•サーバの電源をオンにする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [ストレージアダプタ（Storage Adapters）]タブをクリック
し、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

コントローラのタイプ。[コントローラ（Controller）]
フィールド

アダプタが装着されている PCIスロット。[PCIスロット（PCI Slot）]
フィールド

アダプタの製品名。[製品名（Product Name）]
フィールド

アダプタのシリアル番号。[シリアル番号（Serial
Number）]フィールド

アダプタ用のインストール済みファームウェアパッケージ。[ファームウェアパッケージビ
ルド（FirmwarePackageBuild）]
フィールド

アダプタの製品 ID。[製品ID（Product ID）]フィール
ド

アダプタのベンダー。[バッテリのステータス（Battery
Status）]フィールド

キャッシュメモリのサイズ（MB単位）。[キャッシュメモリサイズ
（Cache Memory Size）]フィー
ルド
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説明[名前（Name）]

アダプタの状態。次のいずれかになります。

• Good

•中程度の障害（Moderate Fault）

•重大な障害（Severe Fault）

•該当なし

[状況（Health）]フィールド

[詳細（Details）]リンクをクリックすると [ストレージ（Storage）]
タブが表示されます。

[詳細（Details）]リンク

vHBA の管理

vHBA 管理のガイドライン
vHBAを管理する場合は、次のガイドラインと制限事項を考慮してください。

• Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカードおよびCisco UCS VIC 1225仮想インターフェイ
スカードには 2つの vHBA（fc0と fc1）があります。これらのアダプタカードでは、追加の
vHBAを 16個まで作成できます。

アダプタに対してネットワークインターフェイスの仮想化（NIV）モードが
イネーブルになっている場合は、vHBAを作成するときにチャネル番号を割り
当てる必要があります。

（注）

• FCoEアプリケーションでCiscoUCSP81E仮想インターフェイスカードまたはCiscoUCSVIC
1225仮想インターフェイスカードを使用する場合は、vHBAを FCoE VLANに関連付ける必
要があります。VLANを割り当てるには、「vHBAのプロパティの変更」で説明されている
手順に従います。

•設定の変更後は、その設定を有効にするためにホストをリブートする必要があります。
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vHBA のプロパティの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス（Host Fibre Channel Interfaces）]領域で、表から
vHBAを選択します。

ステップ 7 [プロパティ（Properties）]をクリックして [vHBAプロパティ（vHBAProperties）]ダイアログボッ
クスを開きます。

ステップ 8 [一般（General）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

仮想 HBAの名前。

この名前は、vHBAの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド

vHBAに関連付けられたWWNN。

WWNNを自動的に生成するには、[自動（AUTO）]を選択しま
す。WWNNを指定するには、2つ目のオプションボタンをク
リックし、対応するフィールドにWWNNを入力します。

[ターゲットWWNN（Target
WWNN）]フィールド

vHBAに関連付けられたWWPN。

WWPNを自動的に生成するには、[自動（AUTO）]を選択しま
す。WWPNを指定するには、2つ目のオプションボタンをク
リックし、対応するフィールドにWWPNを入力します。

[ターゲットWWPN（Target
WWPN）]フィールド

オンにすると、vHBAを使用してSANブートを実行できます。[FC SANブート（FC SAN
Boot）]チェックボックス

オンにすると、LUN IDのアソシエーションは手動でクリアさ
れるまで、メモリに維持されます。

[永続的LUNのバインドの有効
化（Enable Persistent LUN
Binding）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

vHBAに関連付けられたアップリンクポート。

この値は、システム定義の vHBAである fc0と fc1に
ついては変更できません。

（注）

[アップリンクポート（Uplink
Port）]フィールド

vHBAに関連付けられたMACアドレス。

MACアドレスを自動的に生成するには、[自動（AUTO）]を選
択します。アドレスを指定するには、2番目のオプションボタ
ンをクリックし、対応するフィールドにMACアドレスを入力
します。

[MACアドレス（MAC
Address）]フィールド

このvHBAにデフォルトVLANがない場合は、[なし（NONE）]
をクリックします。デフォルト VLANがある場合は、2つ目の
オプションボタンをクリックし、フィールドに 1～ 4094の範
囲の VLAN IDを入力します。

[デフォルト VLAN（Default
VLAN）]フィールド

vHBAの CoS。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先度で、6が最も高
い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[サービスクラス（Class of
Service）]ドロップダウンリス
ト

この vHBA上のトラフィックのデータレート制限（Mbps単
位）。

この vHBAに無制限のデータレートを設定するには、[オフ
（OFF）]を選択します。それ以外の場合は、2つ目のオプショ
ンボタンをクリックし、1～ 10,000の整数を入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[レート制限（Rate Limit）]
フィールド

この vHBAが使用される順序。

自動的に順序を設定するには、[任意（ANY）]を選択します。
順序を指定する場合、2つ目のオプションボタンを選択し、0
～ 17の整数を入力します。

[PCIeデバイスの順序（PCIe
Device Order）]フィールド

エラー検出タイムアウト値（EDTOV）。システムが、エラーが
発生したと見なすまでに待機するミリ秒数です。

1,000～ 100,000の整数を入力します。デフォルトは 2,000ミリ
秒です。

[EDTOV]フィールド
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説明[名前（Name）]

リソース割り当てタイムアウト値（RATOV）。システムが、リ
ソースを適切に割り当てることができないと見なすまでに待機

するミリ秒数です。

5,000～ 100,000の整数を入力します。デフォルトは 10,000ミリ
秒です。

[RATOV]フィールド

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロード
バイトの最大サイズ。

256～ 2112の整数を入力します。

[データフィールドの最大サイ
ズ（Max Data Field Size）]
フィールド

この vHBAに割り当てるチャネル番号。

1～ 1,000の整数を入力します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[チャネル番号（Channel
Number）]フィールド

vHBAに関連付ける必要があるポートプロファイル（ある場
合）。

このフィールドには、このサーバが接続しているスイッチに定

義されたポートプロファイルが表示されます。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[ポートプロファイル（Port
Profile）]ドロップダウンリス
ト

ステップ 9 [エラーの修復（Error Recovery）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

オンにすると、システムは FCP Sequence Level Error Recoveryプ
ロトコル（FC-TAPE）を使用します。

[FCPエラーの修復を有効にす
る（Enable FCP Error
Recovery）]チェックボックス

アップリンクポートがダウンし、ファブリック接続が失われて

いることをシステムに通知する前に、アップリンクポートがオ

フラインになっていなければならないミリ秒数。

0～ 240,000の整数を入力します。

[リンクダウンタイムアウト
（Link Down Timeout）]フィー
ルド

ポートが使用不可能であるとシステムが判断する前に、そのポー

トへの I/O要求がビジー状態を理由に戻される回数。

0～ 255の整数を入力します。

[ポートダウン I/O再試行回数
（PortDown I/ORetries）]フィー
ルド
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説明[名前（Name）]

リモートファイバチャネルポートが使用不可能であることを

SCSI上位層に通知する前に、そのポートがオフラインになって
いなければならないミリ秒数。

0～ 240,000の整数を入力します。

[ポートダウンタイムアウト
（Port Down Timeout）]フィー
ルド

ステップ 10 [ファイバチャネル割り込み（Fibre Channel Interrupt）]領域で、次のフィールドの情報を確認しま
す。

説明[名前（Name）]

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSIx]：機能拡張されたMessageSignaled Interrupts（MSI）。
これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIのみ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[割り込みモードの選択
（Interrupt Mode）]ドロップダ
ウンリスト

ステップ 11 [ファイバチャネルポート（Fibre Channel Port）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

vHBA内に同時に保留可能な I/O操作の数。

1～ 1,024の整数を入力します。

[I/Oスロットル数（I/O Throttle
Count）]フィールド

ドライバでエクスポートされる LUNの最大数。通常は、オペ
レーティングシステムプラットフォームの制限です。

1～ 1,024の整数を入力します。推奨値は 1024です。

[ターゲットあたりの LUN数
（LUNs Per Target）]フィール
ド

ステップ 12 [ファイバチャネルポートの FLOGI（Fibre Channel Port FLOGI）]領域で、次のフィールドの情報
を確認します。

説明[名前（Name）]

システムがファブリックへのログインを最初に失敗してから再

試行する回数。

再試行回数を無制限に指定するには、[無限（INFINITE）]オプ
ションボタンを選択します。それ以外の場合は、2番目のオプ
ションボタンを選択し、対応するフィールドに整数を入力しま

す。

[FLOGIの再試行回数（FLOGI
Retries）]フィールド
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説明[名前（Name）]

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1,000～ 255,000の整数を入力します。

[FLOGIタイムアウト（FLOGI
Timeout）]フィールド

ステップ 13 [ファイバチャネルポートの PLOGI（Fibre Channel Port PLOGI）]領域で、次のフィールドの情報
を確認します。

説明[名前（Name）]

システムがポートへのログインを最初に失敗してから再試行す

る回数。

0～ 255の整数を入力します。

[PLOGIの再試行回数]フィール
ド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1,000～ 255,000の整数を入力します。

[PLOGIタイムアウト（PLOGI
Timeout）]フィールド

ステップ 14 [SCSI I/O]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

システムで割り当てる SCSI I/Oキューリソースの数。

1～ 8の整数を入力します。

[CDB送信キューカウント
（CDB Transmit Queue Count）]
フィールド

各 SCSI I/Oキュー内の記述子の数。

64～ 512の整数を入力します。

[CDB送信キューリングサイズ
（CDB Transmit Queue Ring
Size）]フィールド

ステップ 15 [送受信キュー（Receive/Transmit Queues）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 128の整数を入力します。

[FCワークキューリングサイ
ズ（FCWorkQueue Ring Size）]
フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 128の整数を入力します。

[FC受信キューリングサイズ
（FCReceive Queue Ring Size）]
フィールド
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vHBA のプロパティの変更

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス（Host Fibre Channel Interfaces）]領域で、表から
vHBAを選択します。

ステップ 7 [プロパティ（Properties）]をクリックして [vHBAプロパティ（vHBAProperties）]ダイアログボッ
クスを開きます。

ステップ 8 [一般（General）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

仮想 HBAの名前。

この名前は、vHBAの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド

vHBAに関連付けられたWWNN。

WWNNを自動的に生成するには、[自動（AUTO）]を選択しま
す。WWNNを指定するには、2つ目のオプションボタンをク
リックし、対応するフィールドにWWNNを入力します。

[ターゲットWWNN（Target
WWNN）]フィールド

vHBAに関連付けられたWWPN。

WWPNを自動的に生成するには、[自動（AUTO）]を選択しま
す。WWPNを指定するには、2つ目のオプションボタンをク
リックし、対応するフィールドにWWPNを入力します。

[ターゲットWWPN（Target
WWPN）]フィールド

オンにすると、vHBAを使用してSANブートを実行できます。[FC SANブート（FC SAN
Boot）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

オンにすると、LUN IDのアソシエーションは手動でクリアさ
れるまで、メモリに維持されます。

[永続的LUNのバインドの有効
化（Enable Persistent LUN
Binding）]チェックボックス

vHBAに関連付けられたアップリンクポート。

この値は、システム定義の vHBAである fc0と fc1に
ついては変更できません。

（注）

[アップリンクポート（Uplink
Port）]フィールド

vHBAに関連付けられたMACアドレス。

MACアドレスを自動的に生成するには、[自動（AUTO）]を選
択します。アドレスを指定するには、2番目のオプションボタ
ンをクリックし、対応するフィールドにMACアドレスを入力
します。

[MACアドレス（MAC
Address）]フィールド

このvHBAにデフォルトVLANがない場合は、[なし（NONE）]
をクリックします。デフォルト VLANがある場合は、2つ目の
オプションボタンをクリックし、フィールドに 1～ 4094の範
囲の VLAN IDを入力します。

[デフォルト VLAN（Default
VLAN）]フィールド

vHBAの CoS。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先度で、6が最も高
い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[サービスクラス（Class of
Service）]ドロップダウンリス
ト

この vHBA上のトラフィックのデータレート制限（Mbps単
位）。

この vHBAに無制限のデータレートを設定するには、[オフ
（OFF）]を選択します。それ以外の場合は、2つ目のオプショ
ンボタンをクリックし、1～ 10,000の整数を入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[レート制限（Rate Limit）]
フィールド

この vHBAが使用される順序。

自動的に順序を設定するには、[任意（ANY）]を選択します。
順序を指定する場合、2つ目のオプションボタンを選択し、0
～ 17の整数を入力します。

[PCIeデバイスの順序（PCIe
Device Order）]フィールド
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説明[名前（Name）]

エラー検出タイムアウト値（EDTOV）。システムが、エラーが
発生したと見なすまでに待機するミリ秒数です。

1,000～ 100,000の整数を入力します。デフォルトは 2,000ミリ
秒です。

[EDTOV]フィールド

リソース割り当てタイムアウト値（RATOV）。システムが、リ
ソースを適切に割り当てることができないと見なすまでに待機

するミリ秒数です。

5,000～ 100,000の整数を入力します。デフォルトは 10,000ミリ
秒です。

[RATOV]フィールド

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロード
バイトの最大サイズ。

256～ 2112の整数を入力します。

[データフィールドの最大サイ
ズ（Max Data Field Size）]
フィールド

この vHBAに割り当てるチャネル番号。

1～ 1,000の整数を入力します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[チャネル番号（Channel
Number）]フィールド

vHBAに関連付ける必要があるポートプロファイル（ある場
合）。

このフィールドには、このサーバが接続しているスイッチに定

義されたポートプロファイルが表示されます。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[ポートプロファイル（Port
Profile）]ドロップダウンリス
ト

ステップ 9 [エラーの修復（Error Recovery）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

オンにすると、システムは FCP Sequence Level Error Recoveryプ
ロトコル（FC-TAPE）を使用します。

[FCPエラーの修復を有効にす
る（Enable FCP Error
Recovery）]チェックボックス

アップリンクポートがダウンし、ファブリック接続が失われて

いることをシステムに通知する前に、アップリンクポートがオ

フラインになっていなければならないミリ秒数。

0～ 240,000の整数を入力します。

[リンクダウンタイムアウト
（Link Down Timeout）]フィー
ルド
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説明[名前（Name）]

ポートが使用不可能であるとシステムが判断する前に、そのポー

トへの I/O要求がビジー状態を理由に戻される回数。

0～ 255の整数を入力します。

[ポートダウン I/O再試行回数
（PortDown I/ORetries）]フィー
ルド

リモートファイバチャネルポートが使用不可能であることを

SCSI上位層に通知する前に、そのポートがオフラインになって
いなければならないミリ秒数。

0～ 240,000の整数を入力します。

[ポートダウンタイムアウト
（Port Down Timeout）]フィー
ルド

ステップ 10 [ファイバチャネル割り込み（Fibre Channel Interrupt）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSIx]：機能拡張されたMessageSignaled Interrupts（MSI）。
これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIのみ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[割り込みモードの選択
（Interrupt Mode）]ドロップダ
ウンリスト

ステップ 11 [ファイバチャネルポート（Fibre Channel Port）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

vHBA内に同時に保留可能な I/O操作の数。

1～ 1,024の整数を入力します。

[I/Oスロットル数（I/O Throttle
Count）]フィールド

ドライバでエクスポートされる LUNの最大数。通常は、オペ
レーティングシステムプラットフォームの制限です。

1～ 1,024の整数を入力します。推奨値は 1024です。

[ターゲットあたりの LUN数
（LUNs Per Target）]フィール
ド

ステップ 12 [ファイバチャネルポートの FLOGI（Fibre Channel Port FLOGI）]領域で、次のフィールドを更新
します。
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説明[名前（Name）]

システムがファブリックへのログインを最初に失敗してから再

試行する回数。

再試行回数を無制限に指定するには、[無限（INFINITE）]オプ
ションボタンを選択します。それ以外の場合は、2番目のオプ
ションボタンを選択し、対応するフィールドに整数を入力しま

す。

[FLOGIの再試行回数（FLOGI
Retries）]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1,000～ 255,000の整数を入力します。

[FLOGIタイムアウト（FLOGI
Timeout）]フィールド

ステップ 13 [ファイバチャネルポートの PLOGI（Fibre Channel Port PLOGI）]領域で、次のフィールドを更新
します。

説明[名前（Name）]

システムがポートへのログインを最初に失敗してから再試行す

る回数。

0～ 255の整数を入力します。

[PLOGIの再試行回数]フィール
ド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1,000～ 255,000の整数を入力します。

[PLOGIタイムアウト（PLOGI
Timeout）]フィールド

ステップ 14 [SCSI I/O]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

システムで割り当てる SCSI I/Oキューリソースの数。

1～ 8の整数を入力します。

[CDB送信キューカウント
（CDB Transmit Queue Count）]
フィールド

各 SCSI I/Oキュー内の記述子の数。

64～ 512の整数を入力します。

[CDB送信キューリングサイズ
（CDB Transmit Queue Ring
Size）]フィールド

ステップ 15 [送受信キュー（Receive/Transmit Queues）]領域で、次のフィールドを更新します。
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説明[名前（Name）]

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 128の整数を入力します。

[FCワークキューリングサイ
ズ（FCWorkQueue Ring Size）]
フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 128の整数を入力します。

[FC受信キューリングサイズ
（FCReceive Queue Ring Size）]
フィールド

ステップ 16 [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

vHBA の作成
アダプタは 2つの固定 vHBAを備えています。NIVモードがイネーブルの場合、最大 16個の追加
vHBAを作成できます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス（Host Fibre Channel Interfaces）]領域で、次のアク
ションのいずれかを選択します。

•デフォルトの設定を使用して vHBAを作成するには、[追加（Add）]をクリックします。

•既存の vHBAと同じ設定を使用して vHBAを作成するには、その vHBAを選択して [クロー
ン（Clone）]をクリックします。

[vHBAの追加（Add vHBA）]ダイアログボックスが表示されます。
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ステップ 7 [vHBAの追加（Add vHBA）]ダイアログボックスで、vHBAの名前を名前入力ボックスに入力し
ます。

ステップ 8 [vHBAの追加（Add vHBA）]をクリックします。

次の作業

•サーバをリブートして vHBAを作成します。

•設定の変更が必要な場合は、vHBAのプロパティの変更, （19ページ）の説明に従って、新
しい vHBAを設定します。

vHBA の削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス（Host Fibre Channel Interfaces）]領域で、表から
vHBAを選択します。

デフォルトの 2つの vHBA（[fc0]と [fc1]）は、どちらも削除することはできませ
ん。

（注）

ステップ 7 [削除（Delete）]をクリックし、[OK]をクリックして確定します。

vHBA ブートテーブル
vHBAブートテーブルには、サーバがブート可能な LUNを 4つまで指定できます。
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ブートテーブルエントリの作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス（Host Fibre Channel Interfaces）]領域で、表から
vHBAを選択します。

ステップ 7 [ブートテーブル（Boot Table）]をクリックして、選択した vHBAの [ブートテーブル（Boot
Table）]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 8 [ブートテーブル（Boot Table）]ダイアログボックスで、[追加（Add）]をクリックして [ブート
エントリの追加（Add Boot Entry）]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 9 [ブートエントリの追加（Add Boot Entry）]ダイアログボックスで、次のフィールドを更新しま
す。

説明[名前（Name）]

ブートイメージの場所に対応するワールドワイドポート名

（WWPN）。

WWPNは hh:hh:hh:hh:hh:hh:hh:hhの形式で入力します。

[ターゲットWWPN（Target
WWPN）]フィールド

ブートイメージの場所に対応する LUN ID。

IDとして 0～ 255の値を入力します。

[LUN ID]フィールド

指定した場所をブートテーブルに追加します。[ブートエントリの追加（Add
Boot Entry）]ボタン

現在フィールドに入力されている値をクリアします。[値のリセット（Reset Values）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存せ

ずにダイアログボックスを閉じます。

[キャンセル（Cancel）]ボタン
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ステップ 10 [ブートエントリの追加（Add Boot Entry）]をクリックします。

ブートテーブルエントリの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス（Host Fibre Channel Interfaces）]領域で、表から
vHBAを選択します。

ステップ 7 [ブートテーブル（Boot Table）]をクリックして、選択した vHBAの [ブートテーブル（Boot
Table）]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 8 [ブートテーブル（Boot Table）]ダイアログボックスで、削除するエントリをクリックします。

ステップ 9 [削除（Delete）]をクリックし、[OK]をクリックして確定します。

vHBA の永続的なバインディング
永続的なバインディングは、システムによって割り当てられたファイバチャネルターゲットの

マッピングがリブート後も維持されることを保証します。
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永続的なバインディングの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス（Host Fibre Channel Interfaces）]領域で、表から
vHBAを選択します。

ステップ 7 [永続的なバインディング（Persistent Bindings）]をクリックして、選択した vHBAの [永続的なバ
インディング（Persistent Bindings）]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 8 選択した vHBAの [永続的なバインディング（Persistent Bindings）]ダイアログボックスで、次の
情報を確認します。

説明[名前（Name）]

バインディングの固有識別子。[インデックス（Index）]カラム

バインディングが関連付けられるターゲットのワールドワイド

ポート名。

[ターゲットWWPN（Target
WWPN）]カラム

バインディングが関連付けられるホストのワールドワイドポー

ト名。

[ホストWWPN（Host
WWPN）]カラム

バインディングが関連付けられるバス ID。[バス ID（Bus ID）]カラム

バインディングが関連付けられる、ホストシステム上のター

ゲット ID。
[ターゲット ID（Target ID）]カ
ラム

未使用のすべてのバインディングをクリアし、使用されている

バインディングをリセットします。

[永続的なバインディングの再
構築（Rebuild Persistent
Bindings）]ボタン

ダイアログボックスを閉じ、変更を保存します。[閉じる（Close）]ボタン
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ステップ 9 [閉じる（Close）]をクリックします。

永続的なバインディングの再構築

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス（Host Fibre Channel Interfaces）]領域で、表から
vHBAを選択します。

ステップ 7 [永続的なバインディング（Persistent Bindings）]をクリックして、選択した vHBAの [永続的なバ
インディング（Persistent Bindings）]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 8 選択した vHBAの [永続的なバインディング（Persistent Bindings）]ダイアログボックスで、[永続
的なバインディングの再構築（Rebuild Persistent Bindings）]をクリックします。

ステップ 9 [閉じる（Close）]をクリックします。

vNIC の管理

vNIC 管理のガイドライン
vNICを管理する場合は、次のガイドラインと制限事項を考慮してください。

• Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカードおよびCisco UCS VIC 1225仮想インターフェイ
スカードには 2つのデフォルト vNIC（eth0と eth1）があります。これらのアダプタカード
では、追加の vNICを 16個まで作成できます。
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アダプタに対してネットワークインターフェイスの仮想化（NIV）モードが
イネーブルになっている場合、vNICを作成するときにチャネル番号を割り当
てる必要があります。

（注）

•設定の変更後は、その設定を有効にするためにホストをリブートする必要があります。

CiscoCシリーズサーバは、パケット転送にRemoteDirectMemoryAccess（RDMA）overConverged
Ethernet（RoCE）を使用します。RoCEでは、RDMA over InfiniBandと同様のメカニズムをベース
にイーサネットでのRDMA実行メカニズムを定義しています。ただし、低遅延、低CPU使用率、
およびネットワーク帯域幅の高利用率というパフォーマンス指向の特性を伴う RoCEは、従来の
ネットワークソケット実装よりも優れたパフォーマンスを提供します。RoCEは、ネットワーク
で大量のデータをきわめて効率的に移動するという要件を満たします。

vNICのパフォーマンスを向上させるには、Cisco UCS Managerで RoCEファームウェアに次の設
定パラメータを指定する必要があります。

•キューペア（Queue Pairs）

•メモリ領域（Memory Regions）

•リソースグループ

vNIC のプロパティの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vNICs]タブをクリックします。

ステップ 3 [vNICs]ペインの [eth0]または [eth1]をクリックします。

ステップ 4 [イーサネットインターフェイス（Ethernet Interfaces）]ペインの [vNICのプロパティ（vNIC
Properties）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

仮想 NICの名前。

この名前は、vNICの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド
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説明[名前（Name）]

VICカードのイーサネット vNICに割り当てることができる一
貫したデバイス名（CDN）。特定の CDNをデバイスに割り当
てることで、ホスト OS上でそれを識別できます。

この機能は、[VICに対する CDNサポート（CDN
Support for VIC）]トークンが BIOSで有効になってい
る場合にのみ機能します。

（注）

[CDN]フィールド

この vNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケットサ
イズ。

1500～ 9000の整数を入力します。

[MTU]フィールド

この vNICに関連付けられたアップリンクポート。この vNIC
に対するすべてのトラフィックは、このアップリンクポートを

通過します。

[アップリンクポート（Uplink
Port）]ドロップダウンリスト

vNICに関連付けられたMACアドレス。

アダプタに内部プールから使用可能なMACアドレスを選択さ
せるには、[自動（Auto）]を選択します。アドレスを指定する
には、2番目のオプションボタンをクリックし、対応するフィー
ルドにMACアドレスを入力します。

[MACアドレス（MAC
Address）]フィールド

この vNICからのトラフィックに関連付けられるサービスクラ
ス。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先度で、6が最も高
い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[サービスクラス（Class of
Service）]ドロップダウンリス
ト

vNICで、ホストオペレーティングシステムが提供するサービ
スクラスを使用できるようにするには、このチェックボックス

をオンにします。

[信頼ホスト CoS（Trust Host
CoS）]チェックボックス

vNICを接続できるリンク。値は次のとおりです。

• [0]：vNICが配置されている最初の cross-edgedリンク。

• [1]：vNICが配置されている 2番目の cross-edgedリンク。

（注） •このオプションを使用できるのは一部の Cisco
UCS Cシリーズサーバだけです。

•このオプションは、CiscoVIC1385カードを搭載
した Cシリーズサーバでのみ使用できます。

[PCIリンク（PCILink）]フィー
ルド
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説明[名前（Name）]

この vNICが使用される順序。

自動的に順序を設定するには、[任意（Any）]を選択します。順
序を指定する場合、2つ目のオプションボタンを選択し、0～
17の整数を入力します。

[PCI順序（PCI Order）]フィー
ルド

この vNICにデフォルトVLANがない場合は、[なし（NONE）]
をクリックします。デフォルト VLANがある場合は、2つ目の
オプションボタンをクリックし、フィールドに 1～ 4094の範
囲の VLAN IDを入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[デフォルト VLAN（Default
VLAN）]フィールド

VLANトランキングを使用する場合は、[トランク（TRUNK）]
を選択します。それ以外の場合は [アクセス（ACCESS）]を選
択します。VLANを [アクセス（ACCESS）]モードに設定する
と、スイッチからタグ付きで送信され、指定のデフォルトVLAN
（1～ 4094）から受信するフレームは、vNIC経由でホスト OS
に送信されるときにタグが削除されます。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[VLANモード（VLANMode）]
ドロップダウンリスト

この vNICに無制限のデータレートを設定するには、[オフ
（OFF）]を選択します。それ以外の場合は、2番目のオプショ
ンボタンをクリックし、関連するフィールドにレート制限を入

力します。

選択したアダプタカードに応じて、1～ 10,000 Mbpsまたは
40,000 Mbpsの間の整数を入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[レート制限（Rate Limit）]
フィールド

vNICを使用して PXEブートを実行する場合は、このチェック
ボックスをオンにします。

[PXEブートの有効化（Enable
PXE Boot）]チェックボックス

この vNICに割り当てるチャネル番号を選択します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[チャネル番号（Channel
Number）]フィールド

vNICに関連付けられているポートプロファイルを選択します。

このフィールドには、このサーバが接続しているスイッチに定

義されたポートプロファイルが表示されます。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[ポートプロファイル（Port
Profile）]ドロップダウンリス
ト

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller リリース 3.0 GUI コンフィギュレーショ
ンガイド（C22 M3、C24 M3、C220 M3、および C240 M3 サーバ用）

32

ネットワークアダプタの管理

vNIC のプロパティの表示



説明[名前（Name）]

通信の問題が発生した場合に、この vNIC上のトラフィックを
セカンダリインターフェイスにフェールオーバーするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[アップリンクフェールオー
バーの有効化（Enable Uplink
Failover）]チェックボックス

仮想マシンキュー（VMQ）を有効にするには、このチェック
ボックスをオンにします。

SR-IOVまたは NetFlowオプションがアダプタで有効
になっている場合に、VMQが有効になっていないこ
とを確認します。

（注）

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズ
サーバだけです。

[VMQの有効化（Enable
VMQ）]チェックボックス

Accelerated Receive Flowステアリング（aRFS）を有効にするに
は、このチェックボックスをオンにします。

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズ
サーバだけです。

[aRFSの有効化（Enable
aRFS）]チェックボックス

Generic Routing Encapsulationを使用したネットワーク仮想化を
有効にするには、このチェックボックスをオンにします。

•このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシ
リーズサーバだけです。

•このオプションは、Cisco VIC 1385カードを搭載した Cシ
リーズサーバでのみ使用できます。

[NVGREの有効化（Enable
NVGRE）]チェックボックス

仮想拡張LANを有効にするには、このチェックボックスをオン
にします。

•このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシ
リーズサーバだけです。

•このオプションは、Cisco VIC 1385カードを搭載した Cシ
リーズサーバでのみ使用できます。

[VXLANの有効化（Enable
VXLAN）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

セカンダリインターフェイスを使用して vNICが始動した後、
その vNICのプライマリインターフェイスが再びシステムで使
用されるには、プライマリインターフェイスが一定時間使用可

能な状態になっている必要があり、その時間の長さをこの設定

で制御します。

0～ 600の範囲の秒数を入力します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[フェールバックのタイムアウ
ト（Failback Timeout）]フィー
ルド

ステップ 5 [イーサネット割り込み（Ethernet Interrupt）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この値は完了キュー

リソースの数と等しくする必要があります。

1～ 514の整数を入力します。

[割り込みカウント（Interrupt
Count）]フィールド

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信される前に必要

な休止期間。

1～ 65535の整数を入力します。割り込み調停をオフにするに
は、このフィールドに 0（ゼロ）を入力します。

[調停時間（Coalescing Time）]
フィールド

次のいずれかになります。

• [MIN]：システムは[調停時間（CoalescingTime）]フィール
ドに指定された時間待機してから、別の割り込みイベント

を送信します。

• [アイドル（IDLE）]：アクティビティなしの期間が少なく
とも[調停時間（Coalescing Time）]フィールドに指定され
た時間続くまで、システムから割り込みは送信されませ

ん。

[調停タイプ（Coalescing
Type）]ドロップダウンリスト

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIのみ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[割り込みモードの選択
（Interrupt Mode）]ドロップダ
ウンリスト
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ステップ 6 [イーサネット受信キュー（Ethernet Receive Queue）]領域で、次のフィールドの情報を確認しま
す。

説明[名前（Name）]

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[受信キューカウント（Receive
Queue Count）]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[受信キューリングサイズ
（Receive Queue Ring Size）]
フィールド

ステップ 7 [イーサネット送信キュー（Ethernet Transmit Queue）]領域で、次のフィールドの情報を確認しま
す。

説明[名前（Name）]

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[送信キューカウント（Transmit
Queue Count）]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[送信キューリングサイズ
（Transmit Queue Ring Size）]
フィールド

ステップ 8 [完了キュー（Completion Queue）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割り当てなければ

ならない完了キューリソースの数は、送信キューリソースの数

に受信キューリソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[完了キューカウント
（Completion Queue Count）]
フィールド

各完了キュー内の記述子の数。

この値は変更できません。

[完了キューリングサイズ
（CompletionQueue Ring Size）]
フィールド

ステップ 9 [TCPオフロード（TCP Offload）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。
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説明[名前（Name）]

オンにすると、CPUはセグメント化する必要がある大きなTCP
パケットをハードウェアに送信します。このオプションにより、

CPUのオーバーヘッドが削減され、スループット率が向上する
可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをセグメント化します。

このオプションは、Large SendOffload（LSO）とも呼
ばれています。

（注）

[TCPセグメンテーションオフ
ロードの有効化（Enable TCP
Segmentation Offload）]チェッ
クボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを検証の
ためにハードウェアに送信します。このオプションにより、CPU
のオーバーヘッドが削減される可能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを検証し
ます。

[TCPRxのオフロードチェック
サム検証の有効化（EnableTCP
Rx Offload Checksum
Validation）]チェックボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットをハードウェアに送信
し、ハードウェアでチェックサムを計算できるようにします。

このオプションにより、CPUのオーバーヘッドが削減される可
能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを計算し
ます。

[TCPTxのオフロードチェック
サム生成の有効化（EnableTCP
Tx Offload Checksum
Generation）]チェックボックス

オンにすると、ハードウェアはすべてのセグメント化されたパ

ケットをCPUに送信する前に再構成します。このオプションに
より、CPUの使用率が削減され、インバウンドのスループット
が増加する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをすべて処理します。

[大規模な受信の有効化（Enable
LargeReceive）]チェックボック
ス

ステップ 10 [Receive Side Scaling]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

ReceiveSide Scaling（RSS）は、ネットワーク受信処理をマルチ
プロセッサシステム内の複数の CPUに分散させます。

オンにすると、可能な場合はネットワーク受信処理がプロセッ

サ間で共有されます。

オフにすると、ネットワーク受信処理は、追加のプロセッサが

使用可能であっても、常に 1つのプロセッサで処理されます。

[TCPReceive Side Scalingの有効
化（Enable TCP Receive Side
Scaling）]チェックボックス

オンにすると、RSSが IPv4ネットワークでイネーブルになりま
す。

[IPv4 RSSの有効化（Enable
IPv4 RSS）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

オンにすると、IPv4ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[TCP-IPv4 RSSの有効化
（Enable TCP-IPv4 RSS）]
チェックボックス

オンにすると、RSSが IPv6ネットワークでイネーブルになりま
す。

[IPv6 RSSの有効化（Enable
IPv6 RSS）]チェックボックス

オンにすると、IPv6ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[TCP-IPv6 RSSの有効化
（Enable TCP-IPv6 RSS）]
チェックボックス

オンにすると、IPv6拡張に対して RSSがイネーブルになりま
す。

[IPv6拡張 RSSの有効化
（Enable IPv6 Extension RSS）]
チェックボックス

オンにすると、IPv6ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[TCP-IPv6拡張 RSSの有効化
（Enable TCP-IPv6 Extension
RSS）]チェックボックス

vNIC のプロパティの変更

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。
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ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストイーサネットインターフェイス（Host Ethernet Interfaces）]領域で、表から vNICを選択
します。

ステップ 7 [プロパティ（Properties）]をクリックして [vNICのプロパティ（vNICProperties）]ダイアログボッ
クスを開きます。

ステップ 8 [一般（General）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

仮想 NICの名前。

この名前は、vNICの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド

VICカードのイーサネット vNICに割り当てることができる一
貫したデバイス名（CDN）。特定の CDNをデバイスに割り当
てることで、ホスト OS上でそれを識別できます。

この機能は、[VICに対する CDNサポート（CDN
Support for VIC）]トークンが BIOSで有効になってい
る場合にのみ機能します。

（注）

[CDN]フィールド

この vNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケットサ
イズ。

1500～ 9000の整数を入力します。

[MTU]フィールド

この vNICに関連付けられたアップリンクポート。この vNIC
に対するすべてのトラフィックは、このアップリンクポートを

通過します。

[アップリンクポート（Uplink
Port）]ドロップダウンリスト

vNICに関連付けられたMACアドレス。

アダプタに内部プールから使用可能なMACアドレスを選択さ
せるには、[自動（Auto）]を選択します。アドレスを指定する
には、2番目のオプションボタンをクリックし、対応するフィー
ルドにMACアドレスを入力します。

[MACアドレス（MAC
Address）]フィールド

この vNICからのトラフィックに関連付けられるサービスクラ
ス。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先度で、6が最も高
い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[サービスクラス（Class of
Service）]ドロップダウンリス
ト

vNICで、ホストオペレーティングシステムが提供するサービ
スクラスを使用できるようにするには、このチェックボックス

をオンにします。

[信頼ホスト CoS（Trust Host
CoS）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

vNICを接続できるリンク。値は次のとおりです。

• [0]：vNICが配置されている最初の cross-edgedリンク。

• [1]：vNICが配置されている 2番目の cross-edgedリンク。

（注） •このオプションを使用できるのは一部の Cisco
UCS Cシリーズサーバだけです。

•このオプションは、CiscoVIC1385カードを搭載
した Cシリーズサーバでのみ使用できます。

[PCIリンク（PCILink）]フィー
ルド

この vNICが使用される順序。

自動的に順序を設定するには、[任意（Any）]を選択します。順
序を指定する場合、2つ目のオプションボタンを選択し、0～
17の整数を入力します。

[PCI順序（PCI Order）]フィー
ルド

この vNICにデフォルトVLANがない場合は、[なし（NONE）]
をクリックします。デフォルト VLANがある場合は、2つ目の
オプションボタンをクリックし、フィールドに 1～ 4094の範
囲の VLAN IDを入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[デフォルト VLAN（Default
VLAN）]フィールド

VLANトランキングを使用する場合は、[トランク（TRUNK）]
を選択します。それ以外の場合は [アクセス（ACCESS）]を選
択します。VLANを [アクセス（ACCESS）]モードに設定する
と、スイッチからタグ付きで送信され、指定のデフォルトVLAN
（1～ 4094）から受信するフレームは、vNIC経由でホスト OS
に送信されるときにタグが削除されます。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[VLANモード（VLANMode）]
ドロップダウンリスト

この vNICに無制限のデータレートを設定するには、[オフ
（OFF）]を選択します。それ以外の場合は、2番目のオプショ
ンボタンをクリックし、関連するフィールドにレート制限を入

力します。

選択したアダプタカードに応じて、1～ 10,000 Mbpsまたは
40,000 Mbpsの間の整数を入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[レート制限（Rate Limit）]
フィールド
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説明[名前（Name）]

vNICを使用して PXEブートを実行する場合は、このチェック
ボックスをオンにします。

[PXEブートの有効化（Enable
PXE Boot）]チェックボックス

この vNICに割り当てるチャネル番号を選択します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[チャネル番号（Channel
Number）]フィールド

vNICに関連付けられているポートプロファイルを選択します。

このフィールドには、このサーバが接続しているスイッチに定

義されたポートプロファイルが表示されます。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[ポートプロファイル（Port
Profile）]ドロップダウンリス
ト

通信の問題が発生した場合に、この vNIC上のトラフィックを
セカンダリインターフェイスにフェールオーバーするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[アップリンクフェールオー
バーの有効化（Enable Uplink
Failover）]チェックボックス

仮想マシンキュー（VMQ）を有効にするには、このチェック
ボックスをオンにします。

SR-IOVまたは NetFlowオプションがアダプタで有効
になっている場合に、VMQが有効になっていないこ
とを確認します。

（注）

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズ
サーバだけです。

[VMQの有効化（Enable
VMQ）]チェックボックス

Accelerated Receive Flowステアリング（aRFS）を有効にするに
は、このチェックボックスをオンにします。

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズ
サーバだけです。

[aRFSの有効化（Enable
aRFS）]チェックボックス

Generic Routing Encapsulationを使用したネットワーク仮想化を
有効にするには、このチェックボックスをオンにします。

•このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシ
リーズサーバだけです。

•このオプションは、Cisco VIC 1385カードを搭載した Cシ
リーズサーバでのみ使用できます。

[NVGREの有効化（Enable
NVGRE）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

仮想拡張LANを有効にするには、このチェックボックスをオン
にします。

•このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシ
リーズサーバだけです。

•このオプションは、Cisco VIC 1385カードを搭載した Cシ
リーズサーバでのみ使用できます。

[VXLANの有効化（Enable
VXLAN）]チェックボックス

セカンダリインターフェイスを使用して vNICが始動した後、
その vNICのプライマリインターフェイスが再びシステムで使
用されるには、プライマリインターフェイスが一定時間使用可

能な状態になっている必要があり、その時間の長さをこの設定

で制御します。

0～ 600の範囲の秒数を入力します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[フェールバックのタイムアウ
ト（Failback Timeout）]フィー
ルド

ステップ 9 [イーサネット割り込み（Ethernet Interrupt）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この値は完了キュー

リソースの数と等しくする必要があります。

1～ 514の整数を入力します。

[割り込みカウント（Interrupt
Count）]フィールド

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信される前に必要

な休止期間。

1～ 65535の整数を入力します。割り込み調停をオフにするに
は、このフィールドに 0（ゼロ）を入力します。

[調停時間（Coalescing Time）]
フィールド

次のいずれかになります。

• [MIN]：システムは[調停時間（CoalescingTime）]フィール
ドに指定された時間待機してから、別の割り込みイベント

を送信します。

• [アイドル（IDLE）]：アクティビティなしの期間が少なく
とも[調停時間（Coalescing Time）]フィールドに指定され
た時間続くまで、システムから割り込みは送信されませ

ん。

[調停タイプ（Coalescing
Type）]ドロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIのみ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[割り込みモードの選択
（Interrupt Mode）]ドロップダ
ウンリスト

ステップ 10 [イーサネット受信キュー（Ethernet Receive Queue）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[受信キューカウント（Receive
Queue Count）]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[受信キューリングサイズ
（Receive Queue Ring Size）]
フィールド

ステップ 11 [イーサネット送信キュー（Ethernet Transmit Queue）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[送信キューカウント（Transmit
Queue Count）]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[送信キューリングサイズ
（Transmit Queue Ring Size）]
フィールド

ステップ 12 [完了キュー（Completion Queue）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割り当てなければ

ならない完了キューリソースの数は、送信キューリソースの数

に受信キューリソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[完了キューカウント
（Completion Queue Count）]
フィールド
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説明[名前（Name）]

各完了キュー内の記述子の数。

この値は変更できません。

[完了キューリングサイズ
（CompletionQueue Ring Size）]
フィールド

ステップ 13 [RoCEプロパティ（RoCE Properties）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

RoCEプロパティを変更するには、このチェックボックスをオ
ンにします。

[RoCE]チェックボックス

アダプタごとのキューペアの数。1～ 8192の整数を入力しま
す。

この数値は 2のべき乗の整数にすることをお勧めします。vNIC
ごとのキューペアの値としては 2048が推奨されます。この場
合、アダプタごとに 4つの vNICを作成できます。Windowsド
ライバは内部で使用するために 2つのキューペアを確保するた
め、有効な値の範囲は vNICあたり 4～ 8192のキューペアにな
ります。

[キューペア（1～ 8192）
（Queue Pairs (1 - 8192)）]
フィールド

アダプタあたりのメモリ領域の数。1～ 524288の整数を入力し
ます。この数値は2のべき乗の整数にすることをお勧めします。
推奨値は 131072です。

メモリ領域は主に運用チャネルのセマンティクスを送信するた

めに使用されるため、アプリケーション要件を満たすのに十分

なメモリ領域の数がサポートされる必要があります。

[メモリ領域（1～ 524288）
（Memory Regions (1 -
524288)）]フィールド

アダプタごとのリソースグループの数。1～ 128の整数を入力
します。最適なパフォーマンスを得るには、この数値は、シス

テムの CPUコアの数以上である、2のべき乗の整数にすること
をお勧めします。推奨値は 32です。

リソースグループはWQ、RQ、CQなどのハードウェアリソー
スの合計数と、RDMA機能をサポートするために必要となる、
ホストで使用可能なプロセッサコアの合計数に基づく割り込み

回数を定義します。最大限のパフォーマンスを引き出すととも

に、より有効な不均一メモリアクセスを実現するために、ホス

トはコアごとに特定のリソースグループを割り当てます。

[リソースグループ（1～128）
（Resource Groups (1 - 128)）]
フィールド

ステップ 14 [TCPオフロード（TCP Offload）]領域で、次のフィールドを更新します。
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説明[名前（Name）]

オンにすると、CPUはセグメント化する必要がある大きなTCP
パケットをハードウェアに送信します。このオプションにより、

CPUのオーバーヘッドが削減され、スループット率が向上する
可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをセグメント化します。

このオプションは、Large SendOffload（LSO）とも呼
ばれています。

（注）

[TCPセグメンテーションオフ
ロードの有効化（Enable TCP
Segmentation Offload）]チェッ
クボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを検証の
ためにハードウェアに送信します。このオプションにより、CPU
のオーバーヘッドが削減される可能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを検証し
ます。

[TCPRxのオフロードチェック
サム検証の有効化（EnableTCP
Rx Offload Checksum
Validation）]チェックボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットをハードウェアに送信
し、ハードウェアでチェックサムを計算できるようにします。

このオプションにより、CPUのオーバーヘッドが削減される可
能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを計算し
ます。

[TCPTxのオフロードチェック
サム生成の有効化（EnableTCP
Tx Offload Checksum
Generation）]チェックボックス

オンにすると、ハードウェアはすべてのセグメント化されたパ

ケットをCPUに送信する前に再構成します。このオプションに
より、CPUの使用率が削減され、インバウンドのスループット
が増加する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをすべて処理します。

[大規模な受信の有効化（Enable
LargeReceive）]チェックボック
ス

ステップ 15 [Receive Side Scaling]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

ReceiveSide Scaling（RSS）は、ネットワーク受信処理をマルチ
プロセッサシステム内の複数の CPUに分散させます。

オンにすると、可能な場合はネットワーク受信処理がプロセッ

サ間で共有されます。

オフにすると、ネットワーク受信処理は、追加のプロセッサが

使用可能であっても、常に 1つのプロセッサで処理されます。

[TCPReceive Side Scalingの有効
化（Enable TCP Receive Side
Scaling）]チェックボックス

オンにすると、RSSが IPv4ネットワークでイネーブルになりま
す。

[IPv4 RSSの有効化（Enable
IPv4 RSS）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

オンにすると、IPv4ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[TCP-IPv4 RSSの有効化
（Enable TCP-IPv4 RSS）]
チェックボックス

オンにすると、RSSが IPv6ネットワークでイネーブルになりま
す。

[IPv6 RSSの有効化（Enable
IPv6 RSS）]チェックボックス

オンにすると、IPv6ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[TCP-IPv6 RSSの有効化
（Enable TCP-IPv6 RSS）]
チェックボックス

オンにすると、IPv6拡張に対して RSSがイネーブルになりま
す。

[IPv6拡張 RSSの有効化
（Enable IPv6 Extension RSS）]
チェックボックス

オンにすると、IPv6ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[TCP-IPv6拡張 RSSの有効化
（Enable TCP-IPv6 Extension
RSS）]チェックボックス

ステップ 16 [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

vNIC の作成
アダプタは永続的な vNICを 2つ備えています。追加の vNICを 16個まで作成できます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。
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ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストイーサネットインターフェイス（Host Ethernet Interfaces）]領域で、次のアクションのい
ずれかを選択します。

•デフォルトの設定を使用して vNICを作成するには、[追加（Add）]をクリックします。

•既存の vNICと同じ設定を使用して vNICを作成するには、既存の vNICを選択し、[クロー
ン（Clone）]をクリックします。

[vNICの追加（Add vNIC）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 [vNICの追加（Add vNIC）]ダイアログボックスで、vNICの名前を名前入力ボックスに入力しま
す。

ステップ 8 （任意） [vNICの追加（Add vNIC）]ダイアログボックスで、vNICのチャネル番号を [チャネル
番号（Channel Number）]入力ボックスに入力します。

アダプタで NIVがイネーブルになっている場合、vNICを作成するときに vNICのチャ
ネル番号を割り当てる必要があります。

（注）

ステップ 9 [vNICの追加（Add vNIC）]をクリックします。

次の作業

設定の変更が必要な場合は、vNICのプロパティの変更, （37ページ）の説明に従って、新しい
vNICを設定します。

vNIC の削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストイーサネットインターフェイス（Host Ethernet Interfaces）]領域で、表から vNICを選択
します。

デフォルトの 2つの vNIC（[eth0]と [eth1]）は、どちらも削除することはできませ
ん。

（注）
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ステップ 7 [削除（Delete）]をクリックし、[OK]をクリックして確定します。

Cisco usNIC の管理

Cisco usNICの概要
Cisco user-space NIC（Cisco usNIC）機能は、ネットワーキングパケットを送受信するときにカー
ネルをバイパスすることで、データセンターの Cisco UCSサーバで実行されるソフトウェアアプ
リケーションのパフォーマンスを改善します。アプリケーションはなどの Cisco UCS VIC第 2世
代以降のアダプタと直接やり取りするため、ハイパフォーマンスコンピューティングクラスタの

ネットワーキングパフォーマンスが向上します。CiscousNICのメリットを引き出すためには、ア
プリケーションはソケットまたはその他の通信APIではなく、Message Passing Interface（MPI）を
使用する必要があります。

Cisco usNICでは、MPIアプリケーションに対して次の利点が得られます。

•低遅延で、高スループットの通信転送を提供します。

•標準のアプリケーション非依存イーサネットプロトコルを実行します。

•次に示すシスコデータセンタープラットフォームで、低遅延の転送、ユニファイドファブ
リック、統合管理のサポートを活用します。

• Cisco UCSサーバ

•第二世代以降の Cisco UCS VICアダプタ

• 10または 40GbEネットワーク

標準イーサネットアプリケーションは、Linuxカーネルのネットワーキングスタックを呼び出す
ユーザ領域のソケットライブラリを使用します。次に、ネットワーキングスタックはCisco eNIC
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ドライバを使用して、Cisco VICハードウェアと通信します。次の図は、通常のソフトウェアア
プリケーションと Cisco usNICを使用するMPIアプリケーションの対比を示します。

図 1：カーネルベースのネットワーク通信と Cisco usNICベースの通信
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Cisco IMCGUI を使用した Cisco usNICの設定

[usNICのプロパティ（usNIC properties）]ダイアログボックスには、Cisco usNICの複数のプロ
パティが一覧表示されますが、次のプロパティのみを設定する必要があります。その他のプロ

パティは現在使用されていません。

（注）

• cq-count

• rq-count

• tq-count

• usnic-count

はじめる前に

このタスクを実行するには、管理者権限でCisco IMCGUIにログインする必要があります。このビ
デオの [再生（Play）]をクリックして、CIMCで Cisco usNICを設定する方法を確認してくださ
い。

手順

ステップ 1 Cisco IMCGUIにログインします。
Cisco IMCへのログイン方法に関する詳細については、『Cisco UCS C-Series Servers Integrated
Management Controller GUI Configuration Guide』を参照してください。

ステップ 2 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 3 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 4 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 6 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックしま
す。

ステップ 7 [ホストイーサネットインターフェイス（Host Ethernet Interfaces）]領域で、表から vNICを選択
します。

usNICとして設定する vNICごとに、テーブルから vNICエントリを選択し、ステップ
9～ 18の説明に従ってプロパティを指定します。

（注）

ステップ 8 [usNIC]をクリックして [usNICのプロパティ（usNIC Properties）]ダイアログボックスを開きま
す。

ステップ 9 [usNIC（usNICs）]プロパティで、作成する Cisco usNICの数を指定します。

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller リリース 3.0 GUI コンフィギュレーション
ガイド（C22 M3、C24 M3、C220 M3、および C240 M3 サーバ用）

49

ネットワークアダプタの管理

Cisco usNIC の管理

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/usNIC/videos/C-Series/configuring_cisco_usnic.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/usNIC/videos/C-Series/configuring_cisco_usnic.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10739/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10739/products_installation_and_configuration_guides_list.html


サーバで実行されている各MPIプロセスには、専用の usNICが必要です。64のMPIプロセスを
同時に実行させるには、最大64のusNICを作成する必要がある場合があります。usNIC対応vNIC
ごとに、サーバの物理コアの数と同数の usNICを最低限作成することを推奨します。たとえば、
サーバに 8つの物理コアがある場合は、8つの usNICを作成します。

ステップ 10 [プロパティ（Properties）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明フィールド名

割り当てる送信キューリソースの数。

この値を 6に設定することをお勧めします。

送信キューカウント（Transmit Queue Count）

割り当てる受信キューリソースの数。

この値を 6に設定することをお勧めします。

受信キューカウント（Receive Queue Count）

割り当てる完了キューリソースの数。

この値を 6に設定することをお勧めします。

完了キューカウント（CompletionQueueCount）

ステップ 11 [適用（Apply）]をクリックします。

ステップ 12 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 13 [サーバ（Server）]タブの[BIOS]をクリックします。

ステップ 14 [アクション（Actions）]領域で[BIOSの設定（Configure BIOS）]をクリックします。

ステップ 15 ダイアログボックスで、[高度（Advanced）]タブをクリックします。

ステップ 16 [プロセッサの設定（Processor Configuration）]領域で、次のプロパティを [有効（Enabled）]に設
定します。

• Intel(R) VT-d

• Intel(R) VT-d ATSサポート（Intel(R) VT-d ATS support）

• Intel(R) VT-d Coherencyサポート（Intel(R) VT-d Coherency Support）

ステップ 17 [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。
変更内容は次のサーバのリブート時に有効になります。
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usNIC プロパティの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストイーサネットインターフェイス（Host Ethernet Interface）]領域で、vNICに割り当てられ
る usNICを選択して [usNICのプロパティ（usNIC properties）]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 7 [usNIC]領域で、次のフィールドの情報を確認または更新します。

説明[名前（Name）]

usNICの親である vNICの名前。

このフィールドは読み取り専用で

す。

（注）

[名前（Name）]

特定の vNICに割り当てられる usNICの数。

0～ 225の整数を入力します。

指定のvNICに追加のusNICを割り当てるには、
既存の値よりも大きい値を入力します。

指定の vNICから usNICを削除するには、既存
の値よりも小さい値を入力します。

vNICに割り当てられたすべての usNICを削除
するには、ゼロを入力します。

[usNIC]フィールド

ステップ 8 [プロパティ（Properties）]領域で、次のフィールドの情報を確認または更新します。

説明[名前（Name）]

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[送信キューカウント（Transmit Queue Count）]
フィールド
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説明[名前（Name）]

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[受信キューカウント（Receive Queue Count）]
フィールド

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割

り当てなければならない完了キューリソースの

数は、送信キューリソースの数に受信キュー

リソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[完了キューカウント（Completion Queue
Count）]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[送信キューリングサイズ（TransmitQueueRing
Size）]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[受信キューリングサイズ（Receive Queue Ring
Size）]フィールド

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この

値は完了キューリソースの数と等しくする必要

があります。

1～ 514の整数を入力します。

[割り込みカウント（Interrupt Count）]フィール
ド

次のいずれかになります。

• [MIN]：システムは[調停時間（Coalescing
Time）]フィールドに指定された時間待機
してから、別の割り込みイベントを送信し

ます。

• [アイドル（IDLE）]：アクティビティなし
の期間が少なくとも[調停時間（Coalescing
Time）]フィールドに指定された時間続く
まで、システムから割り込みは送信されま

せん。

[割り込み調停タイプ（Interrupt Coalescing
Type）]ドロップダウンリスト

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信

される前に必要な休止期間。

1～ 65535の整数を入力します。割り込み調停
をオフにするには、このフィールドに0（ゼロ）
を入力します。

[割り込み調停タイマーの時間（Interrupt
Coalescing Timer Time）]フィールド
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説明[名前（Name）]

このusNICからのトラフィックに関連付けられ
るサービスクラス。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先
度で、6が最も高い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードで
は使用できません。

（注）

[サービスクラス（Class of Service）]フィール
ド

オンにすると、CPUはセグメント化する必要が
ある大きなTCPパケットをハードウェアに送信
します。このオプションにより、CPUのオー
バーヘッドが削減され、スループット率が向上

する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをセグメ
ント化します。

このオプションは、LargeSendOffload
（LSO）とも呼ばれています。

（注）

[TCPセグメントのオフロード（TCP Segment
Offload）]チェックボックス

オンにすると、ハードウェアはすべてのセグメ

ント化されたパケットを CPUに送信する前に
再構成します。このオプションにより、CPUの
使用率が削減され、インバウンドのスループッ

トが増加する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをすべて
処理します。

[大規模な受信（Large Receive）]チェックボッ
クス

オンにすると、CPUはすべてのパケットをハー
ドウェアに送信し、ハードウェアでチェックサ

ムを計算できるようにします。このオプション

により、CPUのオーバーヘッドが削減される可
能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェッ
クサムを計算します。

[TCP Txチェックサム（TCP Tx Checksum）]
チェックボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットチェッ
クサムを検証のためにハードウェアに送信しま

す。このオプションにより、CPUのオーバー
ヘッドが削減される可能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェッ
クサムを検証します。

[TCP Rxチェックサム（TCP Rx Checksum）]
チェックボックス
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説明[名前（Name）]

vNICデバイスに関連付けられたすべてのusNIC
に変更を適用します。

[適用（Apply）]ボタン

usNICの値を、このダイアログボックスを最初
に開いたときに有効になっていた設定値に復元

します。

[値のリセット（Reset values）]ボタン

変更を加えずにダイアログボックスを閉じま

す。

[キャンセル（Cancel）]ボタン

iSCSI ブート機能の設定

vNIC の iSCSI ブート機能の設定
ラックサーバがスタンドアロンモードに設定されていて、VICアダプタが Nexus 5000スイッチ
ファミリに直接接続されている場合は、iSCSIストレージターゲットからサーバがリモートでブー
トされるようにこれらの VICアダプタを設定できます。ラックサーバがリモート iSCSIターゲッ
トデバイスからホスト OSイメージをロードできるようにイーサネット vNICを設定できます。

vNICで iSCSIブート機能を設定する方法は、次のとおりです。

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

• iSCSIストレージターゲットからサーバをリモートでブートするように vNICを設定するに
は、vNICの PXEブートオプションをイネーブルにする必要があります。

ホストごとに最大 2つの iSCSI vNICを設定できます。（注）

vNIC 上の iSCSI ブート機能の設定
ホストごとに最大 2つの iSCSI vNICを設定できます。

はじめる前に

• iSCSIストレージターゲットからサーバをリモートでブートするように vNICを設定するに
は、vNICの PXEブートオプションをイネーブルにする必要があります。

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストイーサネットインターフェイス（Host Ethernet Interfaces）]領域で、テーブルから vNICを
選択して [iSCSIブート（iSCSI Boot）]をクリックします。

ステップ 7 [一般（General）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

vNICの名前。[名前（Name）]フィールド

vNICに対して DHCPネットワークがイネーブルかどうか。

イネーブルの場合、イニシエータのネットワーク設定を DHCP
サーバから取得します。

[DHCPネットワーク（DHCP
Network）]チェックボックス

vNICに対してDHCP iSCSIがイネーブルかどうか。イネーブル
になっていて DHCP IDが設定されている場合、イニシエータ
IQNとターゲットの情報を DHCPサーバから取得します。

DHCP iSCSIがDHCP IDなしでイネーブルに設定され
ている場合、ターゲット情報のみを取得します。

（注）

[DHCP iSCSI]チェックボックス

イニシエータ IQNとターゲットの情報をDHCPサーバから取得
するためにアダプタが使用するベンダー識別文字列。

最大 64文字の文字列を入力します。

[DHCP ID]フィールド

イニシエータがDHCPサーバが使用できないと判断するまでに
待機する秒数。

60～ 300の整数を入力します（デフォルトは 60秒です）。

[DHCPタイムアウト（DHCP
Timeout）]フィールド

リンクが使用できないとイニシエータが判断するまで待機する

秒数。

0～ 255の整数を入力します（デフォルトは 15秒です）。

[リンクタイムアウト（Link
Timeout）]フィールド
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説明[名前（Name）]

iSCSI LUN検出中にエラーが発生した場合に接続を再試行する
回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルトは 15です。

[LUN再試行回数値の入力
（LUN Busy Retry Count）]
フィールド

iSCSIブート中に使用する IPバージョン。[IPバージョン（IP Version）]
フィールド

ステップ 8 [イニシエータ（Initiator）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

iSCSIイニシエータ名を定義する正規表現。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

名前は、IQN形式で
す。

（注）

[名前（Name）]フィールド

iSCSIイニシエータの IPアドレス。[IPアドレス（IP Address）]
フィールド

iSCSIイニシエータのサブネットマスク。[サブネットマスク（Subnet
Mask）]フィールド

デフォルトゲートウェイ。[ゲートウェイ（Gateway）]
フィールド

プライマリ DNSサーバのアドレス。[プライマリ DNS（Primary
DNS）]フィールド

セカンダリ DNSサーバのアドレス。[セカンダリDNS（Secondary
DNS）]フィールド

TCPが使用できないとイニシエータが判断するまで待機する秒
数。

0～ 255の整数を入力します（デフォルトは 15秒です）。

[TCPタイムアウト（TCP
Timeout）]フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の名前。

[CHAP名（CHAP Name）]
フィールド
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説明[名前（Name）]

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の共有秘密。

[CHAPシークレット（CHAP
Secret）]フィールド

ステップ 9 [プライマリターゲット（Primary Target）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

IQN形式のプライマリターゲットの名前。[名前（Name）]フィールド

ターゲットの IPアドレス。[IPアドレス（IP Address）]
フィールド

ターゲットに関連付けられた TCPポート。[TCPポート（TCP Port）]
フィールド

ターゲットに関連付けられたブート LUN。[ブート LUN（Boot LUN）]
フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の名前。

[CHAP名（CHAP Name）]
フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の共有秘密。

[CHAPシークレット（CHAP
Secret）]フィールド

ステップ 10 [セカンダリターゲット（Secondary Target）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

IQN形式のセカンダリターゲットの名前。[名前（Name）]フィールド

ターゲットの IPアドレス。[IPアドレス（IP Address）]
フィールド

ターゲットに関連付けられた TCPポート。[TCPポート（TCP Port）]
フィールド

ターゲットに関連付けられたブート LUN。[ブート LUN（Boot LUN）]
フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の名前。

[CHAP名（CHAP Name）]
フィールド
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説明[名前（Name）]

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の共有秘密。

[CHAPシークレット（CHAP
Secret）]フィールド

説明[名前（Name）]

選択された vNICでの iSCSIブートを設定します。[iSCSIの設定（Configure
ISCSI）]ボタン

選択された vNICから設定を削除します。[iSCSIの設定解除（Unconfigure
ISCSI）]ボタン

vNIC用の値を、このダイアログボックスを最初に開いたときに
有効になっていた設定に復元します。

[値のリセット（Reset Values）]
ボタン

変更を加えずにダイアログボックスを閉じます。[キャンセル（Cancel）]ボタン

ステップ 11 [ISCSIの設定（Configure ISCSI）]をクリックします。

vNIC からの iSCSI ブート設定の削除

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller リリース 3.0 GUI コンフィギュレーショ
ンガイド（C22 M3、C24 M3、C220 M3、および C240 M3 サーバ用）

58

ネットワークアダプタの管理

iSCSI ブート機能の設定



ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックしま
す。

ステップ 6 [ホストイーサネットインターフェイス（Host Ethernet Interfaces）]領域で、テーブルから vNICを
選択して [iSCSIブート（iSCSI Boot）]をクリックします。

ステップ 7 表示されるダイアログボックスで [ISCSIの設定解除（Unconfigure ISCSI）]をクリックします。

vNIC の仮想マシンキューの設定

はじめる前に

このタスクを実行するには、管理者権限で Cisco IMC GUIにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vNICs]タブをクリックします。

ステップ 3 [イーサネットインターフェイス（Ethernet Interfaces）]ペインの [vNICのプロパティ（vNIC
Properties）]領域で、[VMQの有効化（Enable VMQ）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [イーサネット送信キュー（Ethernet Transmit Queue）]領域で、[送信キューカウント（Transmit
Queue Count）]フィールドに整数を入力します。この数値は 1より大きくする必要があります。

ステップ 5 [イーサネット受信キュー（EthernetReceiveQueue）]領域で、[受信キューカウント（ReceiveQueue
Count）]フィールドに整数を入力します。この数値は、送信キューの数と同じにする必要があり
ます。

ステップ 6 [イーサネット割り込み（Ethernet Interrupt）]領域で、[割り込みカウント（Interrupt Count）]フィー
ルドに整数を入力します。これは、論理プロセッサの数または完了キューの数と同じにする必要

があります。

次の作業

•サーバをリブートします。

• NICで論理スイッチを作成します。
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アダプタ設定のバックアップと復元

アダプタ設定のエクスポート

アダプタ設定は、次のいずれかのリモートサーバにXMLファイルとしてエクスポートできます。

• [TFTP]

• [FTP]

• [SFTP]

• [SCP]

• [HTTP]

はじめる前に

リモートサーバの IPアドレスを取得します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[一般（General）]タブをク
リックします。

ステップ 6 [一般（General）]タブの [アクション（Actions）]領域で、[設定のエクスポート（Export
Configuration）]をクリックします。
[アダプタ設定のエクスポート（Export Adapter Configuration）]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 7 [アダプタ設定のエクスポート（ExportAdapterConfiguration）]ダイアログボックスで、次のフィー
ルドを更新します。
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説明[名前（Name）]

リモートサーバのタイプ。次のいずれかになります。

• TFTPサーバ（TFTP Server）

• FTPサーバ（FTP Server）

• SFTPサーバ（SFTP Server）

• SCPサーバ

• HTTPサーバ（HTTP Server）

リモートサーバタイプとして SCPまたは SFTPを選択し
てこのアクションを実行した場合、ポップアップウィン

ドウに「サーバ（RSA）キーフィンガープリントは
<server_finger_print _ID>です。続行しますか?（Server
(RSA) key fingerprint is <server_finger_print _ID>Do you wish
to continue?）」というメッセージが表示されます。サー
バフィンガープリントの信頼性に応じて、[はい（Yes）]
または [いいえ（No）]をクリックします。

フィンガープリントはホストの公開キーに基づいており、

接続先のホストを識別または確認できます。

（注）

[エクスポート先（Export
to）]ドロップダウンリスト

アダプタ設定ファイルのエクスポート先となるサーバの IPv4アド
レスか IPv6アドレスまたはホスト名。[エクスポート先（Export
to）]ドロップダウンリストの設定によって、フィールド名は異な
る場合があります。

[サーバIP/ホスト名（Server
IP/Hostname）]フィールド

ファイルをリモートサーバにエクスポートするときに、Cisco IMC
が使用する必要のあるパスおよびファイル名。

[パスおよびファイル名
（Path andFilename）]フィー
ルド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のあるユー

ザ名。このフィールドは、プロトコルがTFTPまたはHTTPの場合
は適用されません。

[ユーザ名（Username）]

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、プ

ロトコルが TFTPまたは HTTPの場合は適用されません。
[パスワード（Password）]

ステップ 8 [設定のエクスポート（Export Configuration）]をクリックします。
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アダプタ設定のインポート

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[一般（General）]タブをク
リックします。

ステップ 6 [一般（General）]タブの [アクション（Actions）]領域で、[設定のインポート（ImportConfiguration）]
をクリックします。

[アダプタ設定のインポート（Import Adapter Configuration）]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 7 [アダプタ設定のインポート（Import Adapter Configuration）]ダイアログボックスで、次のフィー
ルドを更新します。

説明[名前（Name）]

リモートサーバのタイプ。次のいずれかになります。

• TFTPサーバ（TFTP Server）

• FTPサーバ（FTP Server）

• SFTPサーバ（SFTP Server）

• SCPサーバ

• HTTPサーバ（HTTP Server）

リモートサーバタイプとして SCPまたは SFTPを選択し
てこのアクションを実行した場合、ポップアップウィン

ドウに「サーバ（RSA）キーフィンガープリントは
<server_finger_print _ID>です。続行しますか?（Server
(RSA) key fingerprint is <server_finger_print _ID>Do you wish
to continue?）」というメッセージが表示されます。サー
バフィンガープリントの信頼性に応じて、[はい（Yes）]
または [いいえ（No）]をクリックします。

フィンガープリントはホストの公開キーに基づいており、

接続先のホストを識別または確認できます。

（注）

[インポート元（Import
from）]ドロップダウンリス
ト
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説明[名前（Name）]

アダプタ設定ファイルが存在するサーバの IPv4アドレスか IPv6ア
ドレスまたはホスト名。[インポート元（Import from）]ドロップダ
ウンリストの設定によって、フィールド名は異なる場合がありま

す。

[サーバIP/ホスト名（Server
IP/Hostname）]フィールド

リモートサーバ上の設定ファイルのパスおよびファイル名。[パスおよびファイル名
（Path andFilename）]フィー
ルド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のあるユー

ザ名。このフィールドは、プロトコルがTFTPまたはHTTPの場合
は適用されません。

[ユーザ名（Username）]

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、プ

ロトコルが TFTPまたは HTTPの場合は適用されません。
[パスワード（Password）]

ステップ 8 [設定のインポート（Import Configuration）]をクリックします。
アダプタは、指定された IPアドレスの TFTPサーバの指定されたパスから設定ファイルをダウン
ロードします。この設定は、サーバが次にリブートされたときにインストールされます。

次の作業

サーバをリブートして、インポートした設定を適用します。

アダプタのデフォルトの復元

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。
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ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[一般（General）]タブをク
リックします。

ステップ 6 [一般（General）]タブの [アクション（Actions）]領域で、[デフォルトにリセット（Reset To
Defaults）]をクリックし、[OK]をクリックして確定します。

アダプタファームウェアの管理

アダプタファームウェア

Cisco UCS Cシリーズネットワークアダプタには、次のファームウェアコンポーネントが含まれ
ています。

•アダプタファームウェア：メインのオペレーティングファームウェア（アクティブイメー
ジとバックアップイメージで構成）は、Cisco IMCGUIインターフェイスかCLIインターフェ
イス、または Host Upgrade Utility（HUU）からインストールできます。ファームウェアイ
メージをローカルファイルシステムまたは TFTPサーバからアップロードできます。

•ブートローダファームウェア：ブートローダファームウェアは、Cisco IMCからインストー
ルできません。このファームウェアは、Host Upgrade Utilityを使用してインストールできま
す。

ローカルファイルからのアダプタファームウェアのインストール

はじめる前に

アダプタファームウェアファイルを管理コンピュータのファイルシステムに保存します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。
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ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[一般（General）]タブをク
リックします。

ステップ 6 [一般（General）]タブの [アクション（Actions）]領域で、[ファームウェアのインストール（Install
Firmware）]をクリックして [アダプタファームウェアのインストール（InstallAdapter Firmware）]
ダイアログボックスを開きます。

ステップ 7 [アダプタファームウェアのインストール（InstallAdapterFirmware）]ダイアログボックスで、[ロー
カルファイルからのインストール（Install from local file）]を選択し、[次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 8 [参照...（Browse...）]をクリックし、アダプタファームウェアファイルを見つけます。

ステップ 9 [ファームウェアのインストール（Install Firmware）]をクリックします。

次の作業

新しいファームウェアを有効化するには、「アダプタファームウェアの有効化」を参照してくだ

さい。

リモートサーバからのアダプタファームウェアのインストール

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[一般（General）]タブをク
リックします。

ステップ 6 [一般（General）]タブの [アクション（Actions）]領域で、[ファームウェアのインストール（Install
Firmware）]をクリックして [アダプタファームウェアのインストール（InstallAdapter Firmware）]
ダイアログボックスを開きます。

ステップ 7 [アダプタファームウェアのインストール（Install Adapter Firmware）]ダイアログボックスで、[リ
モートサーバからのインストール（Install from Remote Server）]を選択し、[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 8 [アダプタファームウェアのインストール（Install Adapter Firmware）]ダイアログボックスで、次
のフィールドを更新します。
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説明[名前（Name）]

リモートサーバのタイプ。次のいずれかになります。

• TFTPサーバ（TFTP Server）

• FTPサーバ（FTP Server）

• SFTPサーバ（SFTP Server）

• SCPサーバ

• HTTPサーバ（HTTP Server）

リモートサーバタイプとして SCPまたは SFTPを選
択してこのアクションを実行した場合、ポップアップ

ウィンドウに「サーバ（RSA）キーフィンガープリン
トは <server_finger_print _ID>です。続行しますか?
（Server (RSA) key fingerprint is <server_finger_print _ID>
Doyouwish to continue?）」というメッセージが表示さ
れます。サーバフィンガープリントの信頼性に応じ

て、[はい（Yes）]または [いいえ（No）]をクリック
します。

フィンガープリントはホストの公開キーに基づいてお

り、接続先のホストを識別または確認できます。

（注）

[インストール元（Install from）]
ドロップダウンリスト

アダプタ設定ファイルが存在するサーバの IPアドレスまたはホ
スト名。[インストール元（Install from）]ドロップダウンリス
トの設定によって、フィールド名は異なる場合があります。

[サーバ IP/ホスト名（Server
IP/Hostname）]フィールド

リモートサーバ上の設定ファイルのパスおよびファイル名。[パスおよびファイル名（Path
and Filename）]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルがTFTPまたはHTTP
の場合は適用されません。

[ユーザ名（Username）]

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTPまたは HTTPの場合は適用されません。
[パスワード（Password）]

ファームウェアパッケージのローカルパスを指定する場合は、

このボタンをクリックします。

[戻る（Back）]ボタン

アダプタのバックアップメモリスロットに、選択したファーム

ウェアパッケージをインストールするには、このボタンをク

リックします。

[ファームウェアのインストー
ル（Install Firmware）]ボタン
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説明[名前（Name）]

サーバに保存したファームウェアバージョンに変更を加えずに

ウィザードを終了するには、このボタンをクリックします。

[閉じる（Close）]ボタン

ステップ 9 [ファームウェアのインストール（Install Firmware）]をクリックします。

次の作業

新しいファームウェアを有効化するには、「アダプタファームウェアの有効化」を参照してくだ

さい。

アダプタファームウェアの有効化

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[一般（General）]タブをク
リックします。

ステップ 6 [一般（General）]タブの [アクション（Actions）]領域で、[ファームウェアの有効化（Activate
Firmware）]をクリックして [アダプタファームウェアの有効化（Activate Adapter Firmware）]ダ
イアログボックスを開きます。

ステップ 7 [アダプタファームウェアの有効化（Activate Adapter Firmware）]ダイアログボックスで、ファー
ムウェアが次に起動するときに実行するイメージを選択します。

ステップ 8 [アダプタファームウェアの有効化（Activate Adapter Firmware）]をクリックします。
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アダプタのリセット

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ペインの [Cisco VICアダプタ（Cisco VIC Adapters）]タブをクリック
します。

ステップ 4 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード
（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード（Adapter Cards）]領域の下のタブ付きメニューで、[一般（General）]タブをク
リックします。

ステップ 6 [一般（General）]タブの [アクション（Actions）]領域で、[リセット（Reset）]をクリックし、[は
い（Yes）]をクリックして確定します。

アダプタをリセットすると、ホストもリセットされま

す。

（注）
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